
議 事 録

会 議 名 令和６年第１回蟹江警察署協議会（定例会）

令和６年２月16日（金）
午後３時00分から午後４時30分までの間

日 時 ・ 場 所

蟹江警察署 署長室

１ 委員

早川 喜久 会長 竹市 五倫 副会長
黒川 元則 委員 加藤 和奈 委員
藤本 俊宏 委員 黒上 優加里 委員
江口 和人 委員

以上７名（定数８名）

出 席 者 ２ 警察署員

猪子 署長 清水 副署長
大矢 警務課長 野村 生活安全課長
山田 地域課長 有田 交通課長

以上６名

３ 有識者等

無し

諮 問 事 項 等 特殊詐欺防止対策について

答申等の概要 特殊詐欺に関する分かりやすい広報啓発活動の推進

そ の 他 次回開催予定 令和６年５月中
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 新委員の挨拶

２ 会長及び副会長の選出

委員の互選により、早川委員を会長に選出し、会長は、竹市委員を副会長

に指名した。

３ 会長及び副会長の挨拶

４ 署長挨拶

５ 管内の交通事故発生状況（交通課長説明）

６ 速度等取締指針の説明

交通課長から、速度等取締指針の内容について説明があった。

７ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況(地域課長説明)

(1) 諮問事項

地域住民の生活に密着した警察

(2) 答申事項

ア 制服警察官のパトロール強化

イ 巡回連絡を通じた地域住民の要望意見の積極的把握

ウ １１０番通報、警察相談窓口「♯９１１０」の広報啓発活動

(3) 推進施策

ア 昨年４月から、常時赤色灯点灯活動を始めており、本年も引き続き継

続して活動していく。

イ ミニ広報紙の活用やロールプレイング方式による訓練で若手警察官の

会話能力を高め、住民の要望意見の聴取等に当たっている。

ウ 先月１月６日に名古屋競馬場において女性競馬騎手を一日警察署長に
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委嘱して、１１０番通報、警察安全相談窓口の適正利用について啓発活

動を行った。

８ 管内の犯罪発生状況（生活安全課長説明）

９ 諮問

(1) 諮問事項

特殊詐欺防止対策について

(2) 諮問事項の設定理由（生活安全課長説明）

これまで様々な特殊詐欺被害防止対策を講じてきたが、昨年中の蟹江警

察署管内の被害は過去最悪を更新し、増加に歯止めがかからない情勢であ

るため。

10 協議

委員 ・ 特殊詐欺の手口が非常に巧妙になってきているのがよく分かった。

・ 還付金詐欺対策として、還付金があると電話で言われても、銀行、

コンビニエンスストア、スーパーマーケットなどのＡＴＭには行か

ないように、「還付金はＡＴＭでは戻りません」といった分かりや

すい言葉を使ったチラシを配布した方が良いと思う。

委員 ・ 特殊詐欺防止の電話機の紹介や金融機関での声掛けなど様々な対

策を講じられているが、重要なのは広報啓発活動だと思う。

・ 高齢者に分かりやすいことが非常に重要で、イラストや文字のチ

ラシだけでなく、自然と頭に入ってくるような映像や音声などを活

用した方が良いと思う。

委員 ・ 特殊詐欺という言葉は余りなじみがなく、フィッシング詐欺など
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

と言われても分かりにくいと思う。具体的にかみ砕いた表現で伝え

れば、もう少しなじみが出てくると思う。

・ 金融機関と連携して、窓口の待ち時間などに、特殊詐欺の手口の

実際の映像や音声などを流したりできれば、もう少し地域住民にも

身近な犯罪として伝わると思う。

委員 ・ ＡＴＭの設置場所に、「還付金はＡＴＭでは戻りません」などと

ダイレクトに書いてあった方が高齢者には分かりやすいと思う。

・ 若者でも困惑するような様々な手口の詐欺があり、学校教育の中

で詐欺について子供にいろいろ伝えていくことも非常に大事になっ

てくると思う。

・ スマートフォンでフィッシングサイトに誤って接続してしまった

という話をよく聞くが、そういうことに気を付けなければならない

ということが子供から家族に伝わることもあるし、家族の中で話合

いをすることも非常に大事になってくると思う。

委員 ・ 子供の頃から教育の一環として特殊詐欺の手口や対策について教

えていくことも大事だと思う。

・ 自分自身の過去の経験などを若者にきちんと伝えていくことも大

事だと思うので、これを機会に私も特殊詐欺の手口や対策について、

職場、家庭、地域に伝えてしっかり取り組んでいきたい。

委員 ・ ＡＴＭに行ってくれという段階で私の場合だとすぐに詐欺だと気

づくが、そういう言葉を余り耳にしない方、特に高齢者の方は、そ

のまますぐに信じてしまい、しかも還付金ともなれば行動してしま
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記録者 警 務 係 長

うと思う。

・ 学校や自治体などと連携した地道な広報啓発活動しかないと思う。

・ デジタル化によりスマートフォンでの振り込みが可能となり、私

にも、ＥＴＣカード会社、大手銀行などをかたったフィッシングメ

ールがよく送られてくる。本当のメールだと信じる方もいると思う

ので、ブロックさえできれば事前に被害を防げるはずである。

委員 ・ 自治体から直接電話で還付金があるという連絡はせず、通知とい

う形で連絡するはずである。

・ ＡＴＭに特殊詐欺に関する注意喚起の張り紙をするなど広報啓発

活動に力を入れてほしい。

・ 特殊詐欺はお金がもうかるといった感覚で犯行に及ぶ者もいると

思うので、犯行抑止のための広報啓発活動も必要ではないかと思う。

11 答申

特殊詐欺に関する分かりやすい広報啓発活動の推進

12 その他

次回の開催予定は、令和６年５月中とする。


